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公開年（日本） 邦題と原題 制作国 制作年
1929
《ザンバ》（Simba） アメリカ 1928
《南海の白影》（White Shadows in South Seas） アメリカ 1928
1931
《オラングータン》（Mawas） アメリカ 1929




《貨物船と女》（His Woman） アメリカ 1931
《トレイダ・ホーン》（Trader Horn） アメリカ 1931
《ボルネオの東》（East of Berneo） アメリカ 1931
1933
《ポウラ》（Explorers of the World） アメリカ 1931
《南海の劫火》（Bird of Paradise） アメリカ 1932 
《マルガ》（Bring’Em Back Alive） アメリカ 1932





《アフリカは笑ふ》（So this is Africa） アメリカ 1933
《喰ふか喰はれるか》（Eat’ Em Alive） アメリカ 1933
《コングの復讐》（The Son of Kong） アメリカ 1933
《バンジャ》（Wild Cargo） アメリカ 1934




《べラリンバ》（Taming the Jungle） アメリカ 1933
《猛獣スラダング》（Beyond Bengal） アメリカ 1934
《ロスト・ジャングル》（The Lost Jungle） アメリカ 1934
《バブーナ》（Baboona） アメリカ 1935
1936
《ブーラ》（The Gorilla Hunt） アメリカ 1926
《百獣の王者》（African Speak） アメリカ 1930
《大自然は招く》（The Lost Wilderness） アメリカ 1935
《ジャングルの王》（Fang and Claw） アメリカ 1935
《南海のペーガン》（Last of the Pagans） アメリカ 1935
《生存の闘争》（The struggle of Life） ソビエト 1927
1938
《バンサ》 日本 1934
《南海征服》（Mutiny on the Bounty） アメリカ 1935




《吼えろ密林》（Jungle Menace） アメリカ 1937





《毒牙の戦慄》（Jaws of the Jungle） アメリカ 1934
《ワイキキの結婚》（Waikiki Wedding） アメリカ 1947
《スタンレー探検記》（Stanley and Livingstone） アメリカ 1939
《キング・コブラ》（Dangerous Journey） アメリカ 1944
1947
《キング・ソロモン》（King Solomon’s Mines） イギリス 1937
《凸凹宝島騒動》（Pardon my Sarong） アメリカ 1942
《アンナとシャム王》（Anna and the King of Siam） アメリカ 1946
1948
《猛獣島探検記》（Young Eagles） アメリカ 1934
《ホノルル航路》（It’s a Date） アメリカ 1940
1951 《ザンバ》（Zanba） アメリカ 1949
1952 《猿人ジョー・ヤング》（Mighty Joe Young） アメリカ 1949 
1953 《裸の島》（Adventures of Sadie） イギリス 1953
1954 《モガンボ》（Mogambo） アメリカ 1953
1957 《密林の豹人》（Jaguar） アメリカ 1956
　日本でも評判になった作品は、巨大ゴリラ映画の《キング・コング》（米制作、年制作1933年、
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日本での公開1933年）である。《キング・コング》のヒットに続いて、《コングの復讐》（米制作、
制作年1933年、日本での公開1934年）、《猿人ジョー・ヤング》（米制作、制作年1949年、日本での
公開1952年）が制作されており、巨大ゴリラ映画の反響の大きさが窺える。映画の中には東南アジ
ア地域のみならず、アフリカ地域で制作された映画もある。アジアの島や密林・猛獣というイメー
ジに、アフリカ映画のイメージが混在していたことが考えられる。しかし乱歩は、「少年探偵団」
（1937）で「インド人や南洋の土人の黒さは、本当の黒さではありません。」と述べており、アフ
リカとアジアを区別しようとする意図があったと考えられる19。それは乱歩が、加藤洋行での仕事
や博覧会を通じて「南洋」の情報を得ていたからだろう。あくまで乱歩が「南洋」にこだわったの
は、当時もてはやされていた南進論も関係している。次に、南進論とその論調が高まっていた時期
に執筆された「新宝島」（1940）について述べていきたい。
３－２．「新宝島」と南進論
　「新宝島」は1940（昭和15）年の４月から翌年３月にかけて『少年倶楽部』で連載された冒険
小説である。この頃の時代を反映してか、「新宝島」の文章に目を通すと当時もてはやされていた
南進論の影響をみることが出来る。『少年倶楽部』は1914（大正３）年に大日本雄弁社から刊行さ
れた小学生、中学生を対象にした月刊誌であるが、1937（昭和12）年の日中戦争勃発以降、出版物
に対して陸軍省と海軍省の検閲が行われるようになり、1938（昭和13）年には商工省が用紙の節約
を求めるようになっていた20。従って、この時期には、時事迎合するような内容でなければ連載す
ることが困難であったといえよう。雑誌に連載される40年から翌年にかけての『少年倶楽部』を見
てみると、表紙には国民服をきた少年が描かれ「国民挙つて國策協力」という文字が書かれている。
発行部数は50万部を上回る程度で、ピーク時であった1936（昭和11）年の75万部から減少している。
乱歩自身は1942（昭和17）年７月25日に大元社から刊行された『新宝島』の初刊の序文では次のよ
うに綴っている。
　　　　この物語は、大東亜戦争勃発以前、昭和十五年度に執筆したものであるが、当時既
に我々の南洋諸島への関心が日に日に高まりつつあつたので、その心持が、物語の舞
台を南洋に選ばせたものであらう。又当時は対米貿易の行はれている頃で、短時日に
出来るだけ多くの物資をかの国から輸入しておかなければならぬ事情にあり、政府は
貿易尻決済の金の獲得に百方苦慮していたのであるが、そのことが日本少年による黄
金境発見の空想となつて、ここに反映したものであらう。21
　この序文から当時の国情が物語に反映されていることが分かる。矢野暢によれば、1936（昭和
11）年に南方進出が国策とされたことで南洋方面への関心が高まったという22。その背景には大東
亜共栄圏の構想がある。1930年代には、日本の国際的な孤立の中で、南洋諸島への武力を用いての
進出が訴えられ、1940年には武力南進が正式な国策として決定した23。乱歩が「新宝島」を連載し
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た時期は南進政策と時期が重なっているのである。この時期には南進を後押しするものとして「南
進女性」（1940）、「南進男児の歌」（1941）、「南進日本の歌」（1941）などの歌謡曲が作られ、《南
海の花束》（1942）というプロパガンダ映画も制作された。南進推進という目的の下、南海映画に
対する関心も、より高まっていたといえよう。乱歩は『少年倶楽部』において、「新宝島」以前の
1936（昭和11）年に「怪人二十面相」を一年間にわたって連載していたが、国民精神総動員法の下、
不健全とされていた探偵小説を書き続けるには風当たりが強く、国策に沿う要素を盛り込んで書か
ざるを得ない状況であったと思われる。乱歩は「序」の中で、物語の主眼は南洋での黄金郷の発見
よりも、「三少年の海洋と孤島に於ける冒険生活にある」という24。その理由には、少年読者への
教育的メッセージもさることながら、乱歩の個人的な経験と価値観の反映が挙げられよう。「新宝
島」では『ロビンソン・クルーソー』の名に言及しており、三少年はロビンソンの体験に似た、自
給自足の冒険生活をおくる。このような設定になったのは、乱歩が少年時代に『ロビンソン・クルー
ソー』の物語に触れたことが影響しているだろう25。乱歩は1931（昭和６）年５月４日付の「名古
屋毎日新聞」で中学生時代に下級生と二人で、中国で事業を起こそうと密航を企てて停学になった
ことを告白している。このような計画を実行しようとした背景には、「ロビンソン・クルーソー」
のような冒険を体験したいという少年乱歩の願望があったのかもしれない。「新宝島」の少年読者
に対しても、かつて自分が感じたように、物語を通じて体験する冒険に心躍らせて欲しかったので
はないだろうか。また、「群集の中のロビンソン」という随筆の中で、「人間は群棲動物であるから
こそ、その潜在意識では、深くも孤独にあこがれる」という「ロビンソン願望」があるとし、乱歩
自身も「都会の群集にまぎれこんだ一人のロビンソン・クルーソーであったのだ」と述べている26。
それまで近所付き合いをしていなかった乱歩が、戦時下になり警防団などの役割を積極的こなすよ
うになった反面、自らの執筆した作品が絶版になり、怪奇・探偵小説が「かけもせず、又書く気に
もならず」という厳しい状況の中で、 誰よりも作家として孤独を感じ、ロビンソンに身を重ねてい
たのは乱歩自身であっただろう27。「新宝島」という物語は「南進」という国策に沿う要素を取り
入れつつも、乱歩の本心では「ロビンソン・クルーソー」と海洋冒険への憧れが執筆の原動力になっ
ていたと思われる。
３－３．「新宝島」と《ジャングルの恋》
　ここでは、作品と映画を比較してどのような関係にあるのかを見ていきたい。まずは、「新宝島」
のあらすじの紹介から始めたい。
　ある夏休みに、琴野一郎、前田保、西川哲雄の三少年は、長崎市を旅行していたところ、海賊船
にさらわれてしまう。一か月たったころ、海賊船がオランダ領セレベス島のメナド港に停泊してい
る最中に、ボートを使い船から脱出を試みた。気が付くと三人は島に流れ着いていた。三人が犬の
ポパイと島を散策していると、難破船を発見する。難破船には生活に必要な食料や物資が積まれて
いたので、それらの品々を洞窟に持ち帰る。三人はそれらの品を利用して、日の丸の旗や蝋燭を制
作した。メガネ猿と白い鸚鵡を仲間に加え、島に「やまと島」と名付けたのだった。一か月後、少
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年たちは衰弱したイギリス人ヘンリーと出会う。ヘンリーは黄金の国のことを伝えた後に息絶えて
しまう。三人は黄金の国を探すために筏を作り冒険に出たが、筏が濁流に巻き込まれ、真っ黒な洞
窟に押し流されてしまう。なんとか洞窟を抜けて危機を回避したが、犬のポパイと眼鏡猿、鸚鵡を
失ってしまう。筏をさらに進めると、人の絶叫が聞こえてきた。それは現地住民の子供のものであ
り、鰐から必死に泳いで逃げていたのだった。今にも鰐に食べられそうになった瞬間、一郎の放っ
た銃弾が鰐に当たり子供を助けることができた。三人は子供を介抱して母親に返そうとすると、母
親は地面にひれ伏して少年たちを拝むのだった。子供を抱いて去っていく母親の後を追った三人は
不思議な場所にたどり着く。黄金の鎧を纏った住人につれられて黄金宮殿へと招かれた三人は国王
に謁見し、好意的に迎えられたのだった。やがて一郎は軍隊の長官に、哲雄は大学総長に、保は国
王の相談役に据えられ幸せに暮らしたのである28。
　三人の少年たちが島に渡ってからの生活の様子はダニエル・デフォーの『ロビンソン・クルーソー』
（Robinson Crusoe,1719）の内容を意識しており、それは少年たちの会話にも登場する。無人島へ
の漂着や人食人種を恐れていること、難破船から様々なものを調達して工夫しながら暮らす下りは
ロビンソンの生活さながらである29。この物語と映画《ジャングルの恋》のストーリーにはどのよ
うな関係が見られるのだろうか。《ジャングルの恋》が日本で封切られたのは、1939（昭和14）年
12月の29日であり、乱歩が「新宝島」の連載を開始する三か月ほど前に公開された。まずは《ジャ
ングルの恋》のあらすじ紹介をしたい。
　航空会社の操縦士ボブは、南太平洋上で遭難した同僚のアトキンスの捜索を社長に依頼されたた
め、機関士のジミーと共に海上を飛行していた。アトキンスが遭難した付近で２人とも猛烈な暴風
雨に襲われ、ある島に不時着した。機体は大破したが２人の命は助かった。この島に住んでいたヒ
ロインのテューラは２人に同情し、いろいろ世話をしているうちにボブを愛するようになった。幾
日かたったある日、現地住民があらわれ、テューラの姿は見えなくなった。彼女を探すために洞窟
の中へ入っていくと、そこでは遭難したアトキンスが捕えられており、住民たちが彼を鰐の餌とし
て捧げる儀式を行なっていたのだった。テューラは酋長クアサの儀式の霊媒にされているところ
だった。ボブとジミーがテューラを連れて一刻も早くこの島を逃げようとしていたとき、クアサが
現れて３人は一緒に捉えられてしまう。３名も鰐の餌食にされることになった。最初にテューラが
生贄にされそうになると突然大地震が起き、大量の岩が崩落する。周囲が混乱に陥るなかで、ボブ
は近くにあった焚火で綱を解き、テューラを救い出す。現地の住民たちは岩と、大量発生した鰐に
襲われて死んでしまう。クアサも死亡したのであった。３人は命からがら海岸へたどり着くと、航
空会社の社長と令嬢エリナが彼らを救出に来ていた。彼らと共に乗船したテューラは、エリナとボ
ブの関係を察して、一人泳いで島へ帰ったが、ボブが婚約を解消して島へ戻り２人は幸せな生活を
送ることになった30。実際の映画では、鰐に白人男性を生贄にさせるなどの緊迫した場面があるも
のの、遭難した悲壮感などはない。1939（昭和14）年11月号の『キネマ旬報』に掲載された背表紙
には宣伝文として次のように紹介されている。
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　　　　總天然色が描く南海の一孤島、夢のごとき自然美、半裸の美女、原始的なロマンス、怪奇
とスリル、怪しくも豊かな南国調！凡ての「ジヤングル映画」凡ての「南海映画」が到達し
得なかった最高の極致 !! 31
　ここでは、官能的なヒロイン、南海の島の自然などが作品の魅力に挙げられている。確かに、豊
かな島の植物、降り注ぐ日差し、露出度の高い服を纏い官能的なヒロインがゆったりと歌を歌う様
子や、青く輝く湖の中で泳ぐテューラとボブの姿などを通じて全体的に楽園的な雰囲気が醸し出さ
れている。観客はボブとジミーが目にする様々なものを通じて、南洋の島を散策しているような気
分になれるのである。『新宝島』でも、三少年が南洋の島に着き、生き抜くために様々な知恵を絞っ
ているが、南洋特有の自然環境を生かして生活することの工夫と楽しさが描かれている。少年小説
である以上、官能的な表現は控えられているが、南海映画の《ジャングルの恋》に映し出された非
日常の南国と同様の雰囲気が表現されているといえるだろう。つまり、映画と小説では南洋に対す
る同様のイメージが抱かれているのである。
　「新宝島」と《ジャングルの恋》の関係を見てみると、いくつかの共通する点がある。それを具
体的に述べていきたい。まず、一つ目が「鰐からの救出劇」である。「新宝島」と《ジャングルの
恋》の共通点として最も目を引くのが、人物が鰐からの救出される最終場面であろう。映画の中では、
生贄にされるテューラが縄で縛られ、身動きが取れないまま水辺に横たえられている。そこに一匹
の鰐が近づいてくるのを見て、悲鳴を上げる。運よく岩が鰐の上に落ちた次の瞬間に、縄が解けた
ボブがテューラを水辺から引き離す。そして、ジミーと共に次々と崩れる岩と大量の鰐をかわして
脱出する。一方「新宝島」では現地住民の子供が鰐から泳いで逃げているところを、筏の上から一
郎が銃を構えて鰐を狙い撃ち救出する。救出方法は異なるが、登場人物が鰐に襲われるという設定
を利用して、見る者に緊迫感を与え、最終局面を盛り上げている。《ジャングルの恋》ではテュー
ラ救出と同時に大地震が起こり、鰐が大量発生するため、獰猛な生き物としての印象を強く与える。
「新宝島」でも、子供を食い殺そうとする怖い生き物として鰐が描かれている。鰐から子供を救出
する行為は黄金の国にたどり着くきっかけとして物語上の重要な場面である。小説、映画とも恐ろ
しい猛獣として鰐が扱われているのである。
　次の共通点は、両作品とも様々な「南洋の動物」が登場する点である。「新宝島」にも《ジャン
グルの恋》にも様々な動物が登場する。鰐のように人間に恐れられる生き物がいる一方で、仲間と
して扱われる動物がいる。《ジャングルの恋》ではテューラがライオンの子とチンパンジーと共に
暮らしていた。チンパンジーは常にテューラの近くにいて、人間の道具をいじり、ライオンの子に
悪戯を仕掛けるなどコミカルな役割が与えられている。ボブは劇中でチンパンジーにはガガ、ライ
オンの子にはミワと名付けている。「新宝島」では犬のポパイの他に、インドネシアなどの熱帯に
住む白い鸚鵡、フィリピン、インドネシアに生息する眼鏡猿を家族として加え、一緒に食事をする
ようになる。《ジャングルの恋》でも「新宝島」でも人間に可愛がられる南洋・南海の動物が描か
れているのである。
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　三点目の共通点は「現地住民との遭遇」である。「新宝島」でも《ジャングルの恋》でも現地の
住人との出会いがある。「新宝島」では鰐に襲われそうな子供を助けることで、物語の最後に黄金
の国の住人と偶然関わることになる。《ジャングルの恋》ではクアサとその一族、テューラが現地
の住人として描かれている。クアサとその一族は、白人を鰐の生贄として捧げる野蛮な敵として描
かれ、最後には死にたえてしまう。ただし、テューラは白人の娘でかつヒロインであるという設定上、
白人側に位置しているといえる。だからこそ、ボブと結ばれることができるのである。「現地住民
との遭遇」は物語の展開に変化を与える。「新宝島」では黄金国が発見され三少年の冒険が終わり、
《ジャングルの恋》では楽園的な雰囲気とロマンスの中に緊迫した状況を与える。両作品とも、文
明、人種の異なる現地住民に対する偏見が見られるが、「新宝島」では《ジャングルの恋》のよう
に住民を全滅させることはない。少年たちが出会う黄金国の住民たちは肌が日に焼けて茶色になっ
ているものの、「顔つきも、肌の色も、どうやら日本人に似た」人物として描かれているからであ
る32。同じアジア人の同胞とみなすことが出来るため、少年たちは彼らを助け、黄金国で共に暮ら
すことに抵抗がないのである。
　四点目の共通点は、「南洋」を美化して「理想郷としての南洋」を描き出している点である。猛
獣や現地住民の危険性が強調される一方で、「南洋」の島を理想郷としても描いている。「新宝島」
では少年たちが黄金の国という恵まれた国を発見し、そこで暮らすことになる。《ジャングルの恋》
でも、ボブはテューラのもとへ戻り自然豊かな島で生活する道を選ぶ。どちらも最後には「南洋」
の島が理想の場所となる。少年たちは黄金を発見し、ボブはクアサがいない安全で美しい島の中で
愛しいテューダと共に暮らす。豊かな自然資源への関心、そして未知なる南洋の島に対する憧れが
表象されているのである。
　映画、乱歩の小説ともに、「南洋」の風景や動物、現地住民を描くことで、見るものに日常とか
け離れた世界を体験させることが可能となる。また、現地住民に出会った後の少年たちの役割には、
日本が「南洋」の国々を指導し、植民地化させるという当時の価値観も関係しているといえよう。
ここでも、大東亜共栄圏の影響も見ることができるのである。
４．猛獣映画と「魔法人形」
４－１．作中に現れるゴリラ
　《キング・コング》は猛獣映画の中でも巨大ゴリラが登場する作品として有名である。乱歩の小
説でも、南海・南洋映画の要素を取り込みつつも、特に猛獣のゴリラに着目している作品がある。
それが「魔法人形」であり、1957（昭和32）年の１月から12月にかけて雑誌『少女クラブ』に連載
された。怪人二十面相と対決する少年探偵団ものであり、主に女性団員の花崎マユミが活躍する。
「新宝島」が少年小説だったのに対して、本作品は少女向けの小説である。まずは、作品にどのよ
うにゴリラが描かれているのか見てみたい。
　「魔法人形」は、小学五年生の甲野ルミが誘拐され、甲野家に等身大のルミの人形が贈られたこ
とに始まる一連の事件を、留守の明智探偵に代わり、小林少年、花崎マユミなどの少年探偵団が解
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決しようとする物語である。甲野ルミが誘拐された事件の一か月後に今度は、宝石商の神山家が狙
われる。その際に、宝石を持って逃げる男の車のトランクに隠れた花崎マユミは犯人である「西洋
悪魔」の家に忍びこみ、地底におとされる。そこは「写真で見た南洋のジャングルのようなものす
ごい森」が広がっていた33。マユミが地底を散策すると、巨大な赤い花を咲かせる植物に巻き込ま
れた後に、鰐と見まちがうような大蜥蜴を目撃する。そして「ジャングルの王さま」であるゴリラ
が現れる。ゴリラが大蜥蜴を引き裂いて殺し、その後に出会う鷲も倒してしまう。鷲と大蜥蜴がゴ
リラに倒されるとき、その体から血が出ずに、歯車がバラバラとなり壊れていくため、蜥蜴も大鷲
も作り物だということが分かる。その後、凶暴なゴリラに対して、小林少年と少年探偵団の二人と
五人のチンピラが着ぐるみをかぶって変装し、襲いかかる。「ジャングルの王」として表れたゴリ
ラも一連の犯人の「西洋悪魔」であり、変装にすぎない。最終的に「西洋悪魔」は赤堀鉄州が変装
した黄金の虎が倒すのである。このときに「西洋悪魔」が怪人二十面相であったことが判明する34。
物語の前半は、きれいな顔立ちの美しい衣装を着た人形が登場するため、少女の興味を引く要素が
描かれている。ゴリラや「写真で見た南洋のジャングルのようなものすごい森」が登場するのは物
語の最後である。美しい人形と猛獣に共通しているのは人形という点であり、どちらも人工的なも
のである。この作品と映画《キング・コング》とどのような関係があるのか、次節で詳しく見てい
きたい。
４－２．猛獣の死闘とヒロイン
　映画《キング・コング》の物語は、映画の撮影のためにスマトラの西の島へ向かった一行が、凶
暴な巨大ゴリラのコングに遭遇することに始まる。コングは捕獲され、ニューヨークに見世物とし
て連れて行かれるが、暴れて街を破壊したために最終的には殺されてしまう35。
　この《キング・コング》は特撮映画であり、コングも本物のゴリラではなく着ぐるみである。「魔
法人形」における怪人二十面相こと「西洋悪魔」の着ぐるみによるゴリラの変装は、このコングの
姿と同様のイメージであったと思われる。西洋館の地下に広がる「南洋のジャングル」は映画のセッ
トの役割を果たすのである。乱歩はゴリラのことを本文中で「ジャングルの王さま」と表現してい
る。つまりキング・コングと同じく、なによりも強く獰猛な猛獣として位置づけられているのである。
次に、小説と映画の関係から分かることを、具体的に述べていきたい。「魔法人形」の最終場面で
は「猛獣同士の死闘」が繰り広げられている。ゴリラが鰐と見まちがうような大蜥蜴を引き裂いて
殺し、その後に鷹も倒してしまう。キング・コングも、恐竜と戦って倒し、ヒロインのアン・ダロ
ウを守っている。どちらの場面も猛獣映画の要素が生かされた演出である。猛獣映画では動物同士
の死闘が描かれる。それは作品によって記録映画であったり、人が意図的に仕掛けた娯楽目的の闘
争であったりする。このような猛獣映画は日本でも複数の作品が公開されていた。《キング・コング》
に猛獣の闘争が幾度も描かれているのは、それらの猛獣映画の要素を取り入れたためとも考えられ
る。ただし、《キング・コング》は特撮映画であり本物の動物を使用していないため、実際のゴリ
ラとは異なるしぐさが見られる。コングの胸を大きくたたいて自分を大きく見せる動作などはその
国際文化研究　第19号
72
代表である。「魔法人形」の「西洋悪魔」が扮するゴリラも同様の仕草をしており、キング・コン
グを模倣していることが窺われる。また、「女性とゴリラ」の関係性にも似た点が見られる。《キング・
コング》ではアンがヒロインであり、コングに攫われていく役割を演じている。アンは現地住民に
コングへの捧げものにされ、彼女を気に入ったコングはアンを片手に歩き回る。アンは叫び声を上
げ、恐怖を体験する。ニューヨークの最終局面でもアンはコングに捕えられてしまう。「魔法人形」
では花崎マユミが最終場面でのヒロインとなる。人工の「南洋のジャングル」に入っていく段階で
植物に拘束され、猛獣の闘争を目撃する際には、「鉄のようにおもいゴリラの手で、ぎゅっとつか
まれて」しまう36。花崎マユミは小林少年らの助けがあって初めて逃げ出すことが出来るのである。
アン・ダロウもカール・デナムの助けがなければコングの手から逃れることが出来ない。どちらも、
ゴリラに捕えられ恐怖を与えられる存在として描かれているのである。
５．おわりに
　江戸川乱歩が「南洋」との接点を得たのは、貿易会社加藤洋行における就労体験や博覧会の展示
と「南洋土人」に関する見世物であった。実際に、1940（昭和15）年に連載が開始された「新宝島」
において、セレベス島メナド港という会社員時代の取引先が物語の舞台の一つとなっていた。また、
1930年代から1950年代にかけて数多くの南海・南洋・猛獣映画が日本で公開されており、それらは
「南洋」という地に対する視覚的な情報を多く提供する機会となっていた。さらに、「新宝島」が
書かれた当時は、国内で南進論が盛んに唱えられいた。南進に関する出版物やそれに連なる歌、プ
ロパガンダ映画も制作され、「南洋」への人々の関心はより高まっていたのである。南海映画であ
る《ジャングルの恋》が日本で上映されたのも1939（昭和14）年末のことである。乱歩の「新宝島」
と《ジャングルの恋》を比較すると様々な共通点がみられた。鰐が人間を襲うこと、猛獣とは別に
人間に可愛がられる南洋特有の動物が登場すること、現地住民との出会いが物語の展開に大きな意
味をもたらすこと、理想郷として「南洋」の島が描かれていることなどである。映画では現地住民
が常に偏見の対象であったが、「新宝島」では「アジア人同胞」として三少年が現地住民の指導的
立場になる。これは大東亜共栄圏という対アジア政策を反映した結果でもあった。国策に沿うこと
が作品に求められたからである。国策に沿ってはいるが、実は乱歩は「南洋」に純粋な憧れを抱い
ていたのではないだろうか。内面に「ロビンソン願望」をもつ乱歩にとって映画に映し出された「南
洋」は危険を伴いながらも冒険する楽しみに満ちた、理想化されたものとして捉えられていたと思
われる。「新宝島」には経済的、政治的南進が描かれながらも生き生きとした冒険小説として少年
読者の支持を得たのは、「南洋」という非日常の世界を乱歩が上手く生かして表象したからだろう。
一方、戦後に執筆された「魔法人形」では映画《キング・コング》の影響がみられた。ゴリラが胸
をたたく動作や、他の獰猛な爬虫類などと戦う場面があること、さらにはヒロインがゴリラに捕え
られることが挙げられる。「はじめに」で述べた、ポー原作映画《謎のモルグ街》でオランウータ
ンがゴリラに代えられていたのも、《キング・コング》をはじめとする巨大ゴリラが活躍する映画
が流行していたからだといえよう。乱歩は、《キング・コング》が人形アニメーションであること
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に着目し、猛獣を人形で表現していた。また、「魔法人形」は探偵小説でもあるため、探偵推理小
説に「南洋」が取り入れられた、乱歩らしい作品であるといえるだろう。南海・南洋・猛獣映画に
は官能的な演出、恐怖心や不安をあおる場面も多々あり、大人向けの作品となっている。しかし乱
歩は、彼独自の感性で映画の要素を子供向けの冒険小説や、推理小説に加えた。そのことで、大人
向きの映画とは違う視点での見方が可能になり、子供の作品だからこそ書ける物語展開や、子供ゆ
えの困難や緊迫感、高揚感を描くことを可能にした。スクリーンに映し出された虚構の「南洋」を
巧みに取り入れて、乱歩はより創作性の高い、面白みのある少年小説を作り上げていたのである。
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